
「攻め」と「守り」の同時革新
～未来を見据えた飛躍への基盤づくり～

昨年秋から世界的規模で急激に進行している経済不況の中で、多くの企業は難しい舵取りを迫られています。

ＲＤ＆Ｅ現場においても、厳しい現状を生き抜くための徹底的な効率化やコスト削減が求められています。しかし、

開催日時／2009年6月17日（水） 9:45～18:30

同時に成熟時代を打破し、新たな成長を実現するブレークスルーへの取り組みについても、ＲＤ＆Ｅが中核になり

進めていかなければなりません。

－厳しい時代だからこそ、ＲＤ＆Ｅが元気にならなければならない－ 今大会は、そのような思いを持って、今を

生き抜く「守り」と、次の成長へむけた「攻め」という２つの期待を担ったＲＤ＆Ｅにおける改革・改善について考え

たいと思います。

会 場／東京コンファレンスセンター・品川

9:45 ～ 10:10 開催にあたり

10:10 ～ 11:20 基調講演：目利き力の本質 －ブレークスルーのイノベーション理論－

11:30 ～ 12:30 特別講演：研究開発の革新戦略 －研究開発主導の新事業創造により２１世紀型企業に変身－

13:30 ～ 15:10 【A】未来戦略によるロードマップ活動の進化
【B】世界No 1を目指した企画開発革新活動【B】世界No.1を目指した企画開発革新活動
【C】NEXT～社員の意識と行動変革を目指して

15:30 ～ 17:10 【X】人を中心としたナレッジ・マネジメント推進施策と発展的展開の事例
【Y】QFD→TRIZ→TM による『絶対的強み』の確立
【Z】技術人材育成への取り組み（ディスカッション）

17:20 ～ 18:30 参加者交流会

主催 株式会社日本能率協会コンサルティング



開催にあたって

“成熟時代を乗り越えて”というメッセージで、内外のRD&Eに情報を発信し、革新のパラダイムシフトを訴求してきま

した。しかし、昨今の金融危機に端を発する経済不況により、革新のうねりが委縮することが懸念されます。今こそ厳

しい環境の中にあっても、RD&Eの持つ能力が最大に発揮されるマネジメントを大切にし、将来へ向けてのブレーク

スルーを推し進めていくことが求められています。

本大会は今回で13回目になりますが、皆様のご支援で長年運営できていることを感謝しますと共に、今回新たに革

共通ｾｯｼｮﾝ

ＲＤ＆Ｅマネジメント革新センター センター長 佐藤 滋

本大会は今回で13回目になりますが、皆様のご支援で長年運営できていることを感謝しますと共に、今回新たに革

新知を紹介いただく企業の方に敬意を表します。

基調講演
目利き力の本質 －ブレークスルーのイノベーション理論－

技術の「目利き力」を持つ研究者・開発者をどのように育てるかは、研究・

開発現場のブレークスルーを生み出す力を高める上で非常に重要な課題

です。

本講演では、「知の具現化」と「知の創造」の2次元空間でイノベーション・

プロセスを表現するイノベーション・ダイヤグラムをもとに 本年3月まで1年

同志社大学大学院 総合政策科学研究科 教授 山口 栄一 氏

目利き力の本質 ブレ クスル のイノ ション理論
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プロセスを表現するイノベーション・ダイヤグラムをもとに、本年3月まで1年

間滞在したケンブリッジ大学におけるケーススタディーを交えながらブレー

クスルーに関する新しいイノベーション理論を展開します。さらに、この理論

に基づいて、技術の「目利き力」とは何なのか、その本質を探り、「目利き

力」には3つのパターンがあること、そしていずれの場合も、演繹的思考より

も回遊的（Transilient）思考が重要であることをご紹介します。最後に「目

利き力」をもつ人間をどのように育成できるかを議論します。

土壌

知の創造 （研究）

化
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発
）

既存技術）

P（創造された知）S (既存の知）

特別講演
研究開発の革新戦略

山口 栄一 氏 同志社大学大学院教授。技術・企業・国際競争力研究センター副センター長。
1977年東京大学理学部物理学科卒業。1979年同大学院修士課程修了。理学博士。米国ノートルダム大学客員教
授、NTT基礎研究所・主幹研究員、フランスIMRA Europe招聘研究員、21世紀政策研究所・研究主幹を歴任し、
2003年から現職。1998年から2005年にかけてベンチャー企業を創業し各社の取締役を務める。ケンブリッジ大学ク
レアホール終身メンバー。
近著に「イノベーション 破壊と共鳴」（NTT出版 2006年）、「JR福知山線事故の本質」（NTT出版 2007年）。

デジタルネットワークの普及で、新事業創造のチャンスが広がる一方、グ

ローバル化の進展と高齢化社会の到来で、社会のニーズも経営環境も激

変し、今や研究開発主導で新事業を立ち上げ、企業を変身発展させるこ

研究開発の革新戦略
－研究開発主導の新事業創造により２１世紀型企業に変身－

株式会社テックゲートインベストメント 代表取締役 渡辺 誠一 氏

カーブアウト起業
社内ベンチャーの低リスクとスピンアウトの経営自由度の

双方の利点を生かし、新事業立ち上げ成功をはかる

高
とが切望されています。その為には新たな経営構造を企業につくり込むこ

とが必要です。

本講演では、在籍していたソニーにおける事業化の成功と失敗から見え

てくる技術経営の在り方を考察し、 研究開発主導による新事業創造の有

力な手法として「カーブアウト」をご紹介します。 カーブアウトは、企業から

研究開発や技術を人材と共に切り出し（カーブアウト）独立させ、第三者の

参画（評価、投資、事業化）を得つつ、親企業との一定の協力関係を維持

高
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参画（評価、投資、事業化）を得 、親企業と 定 協力関係を維持

することによって、新事業を創造し、企業、産業の発展を図ろうとするもの

です。

渡辺 誠一 氏 1967年にソニーに入社し、半導体部門の研究開発に従事。1989年中央研究所所長、1990年取
締役、2000年には執行役員上席常務を歴任。2005年にソニーを退社。
現在はDirector of the Board, Lam Research Corporation (US)、東洋大学大学院客員教授、株式会社テックゲー
トインベストメント代表取締役として活躍している。「研究所主導の新事業創造により21世紀型会社に変身させる」とい
うことで、産学の研究所の革新に取組んでいる。

成長可能性
経営の自由度

低
高



株式会社村田製作所 株式会社山武 ビルシステムカンパニー

Ａｾｯｼｮﾝ Technology Innovation

未来戦略によるロードマップ活動の進化 人を中心としたナレッジ・マネジメント
推進施策と発展的展開の事例

Xｾｯｼｮﾝ Knowledge Innovation

ＰＭ１（13:30～15:10） ＰＭ２(15:30～17:10）

株式会社村田製作所
技術・事業開発本部 技術企画部 技術企画５課

担当課長 鈴木 敏之 氏

株式会社山武 ビルシステムカンパニ
マーケティング本部 コミュニケーションマーケティング部
ＫＭ推進グループ グループマネージャー 鎌田 一宏 氏

山武ビルシステムカンパニーのナレッジ・マネジメント（KM）は、最初は、

社員間の繋がりと互助を重点に、ナレッジ共有を醸成しながら展開し

ました。その後、ナレッジの価値が社員相互に認識され、業務ナレッジ

の体系化と蓄積へと発展しました。

KMの基本は人です。

ここでは「人を中心とした」
スキル・ノウハウ

の共有・流通
KM会議

価値あるソリューションの創造
製品サービスの新機能開発

株式会社村田製作所では2005年から全社的な将来開発力強化革新

活動（略称：ANEW)を展開してきています。今回は、本活動の中核的

な活動の１つである「未来戦略」への取り組みについて紹介させていた

だきます。

未来戦略とは、未来「から」の

思考強化・社内外横断・将来

Ｂｾｯｼｮﾝ Process Innovation Yｾｯｼｮﾝ Best Design Innovation

人 中心 」

全員参加のナレッジ推進

施策や、社員自身による

ナレッジ蓄積と活用の仕組

みなど、業務革新につなが

った取組み事例を紹介します。

ベストプラクティス
の展開

情報交換の流れ
の改善

情報アクセスの
改善

情報発信インフラ整備

コミュニティの育成と支援

新しい仕事の仕方

KM会議
事例；私のKM・
成功に学ぶ
提案書共有

思考強化 社内外横断 将来

顧客起点・経営と現場の一体

化・事業および技術ロードマップ

の進化等による革新活動です。

新規事業

横断未来塾

現場革新

世界No.1を目指した企画開発革新活動 QFD→TRIZ→TM による『絶対的強み』の確立

株式会社島津製作所
分析計測事業部 試験機ビジネスユニット

主査 金田 匡規 氏

魅力ある商品開発が求められる開発部門においては、開発の各フェー

ズにおいて、いかに内外の知恵を結集できるかが重要であり、真の組

株式会社アイデア
TRIZ推進センター長

シニアコンサルタント 笠井 肇 氏

株式会社コガネイ
開発本部 開発１グループ
主任技師 片桐 朝彦 氏

株式会社アイデアでは、良い品質の製品を早く安く開発できるように

TRIZを主とした開発手法で産業界に貢献しています。今回は、顧客

織力が問われるところでもあります。

本事例では、商品企画開発の知恵集めのやり方として「仮想カタログ」

を活用しました。技術者の思いを見える化し、源流段階からの各部門

の協業のあり方を変え、

検討成果や抽出された

課題を開発プロセスや

組織活動に反映させて

きた取り組みを紹介します。

ニーズを確実に製品に反映してイノベーションにつなげる仕組みとし

て、 QFD（顧客の声を製品の

機能に展開） →TRIZ（技術課

題の解決）→TM（品質確保の

最適設計）の考え方と、これら

を新製品開発に一貫して適用

し大きな成果を上げた株式会

社コガネイのエアバルブの事

例をご紹介します

プロジェクトの源流
における連携

プロジェクトの下流
における連鎖

魅力的な目標づくり スピード・実行力

ＴＭ（タグチメソッド）
［品質工学］

ＴＲＩＺ（トゥリーズ）
［発明的問題解決理論］

ＱＦＤ
［品質機能展開］

顧客ニーズ
開発目標

解決法

品質確保

Ｃｾｯｼｮﾝ Mind Innovation

株式会社ＮＴＴデータ
グル プ経営企画本部 経営企画担当

株式会社島津製作所、株式会社デンソー 、

株式会社日立国際電気 富士通株式会社

ＮＥＸＴ～社員の意識と行動変革を目指して 技術人材育成への取り組み（ディスカッション）

Zｾｯｼｮﾝ Next Door

例をご紹介します。
［発明的問題解決理論］解決法

グループ経営企画本部 経営企画担当
（ＮＥＸＴ推進事務局） 課長 津野 孝 氏

株式会社日立国際電気、富士通株式会社、

北陸先端科学技術大学院大学 （５０音順）

ＮＴＴデータグループは平成１７年度から、自律型組織の実現、社員の

意識と行動変革を目指した取り組み「ＮＥＸＴ」を行っています。全社

施策でありながら強制しない、社員自らが作り上げた色々な雪だるま

が、坂道を転がりながら

大きくなる、そして

グループ全体に“変革”

（柱１）
社員の自律化

NEXTリーダー育成会

ビジ

技術人材の育成は、研究・開発の現場において、いつの時代も変わら

ぬ最重要課題の一つです。特に、近年の技術の高度化・複合化、製

品ライフサイクルの短期化、顧客ニーズの多様化など、企業の研究・

開発を取り巻く環境の不確実性が高まる中で、技術人材育成に対する

要請課題も変化してきています。

本セッションでは、５人のパネラーに参加いただき、研究・開発現場に

Ｎｅｘｔ Ｄｏｏｒとは、「参加するパネラー、聴衆、コーディネータの３者
が一体となって議論し、知を創発させることで、明日を開くための
革新着眼（扉）を発見する場」という意味を込めた双方向交流型
セッションの名称です。

の雪崩を起す。ターゲット

は２０１５年。今まさに現在

進行中のＮＥＸＴとは一

体どういうものなのかを

皆様にご紹介いたします。
・技術KI：Kｎｏｗｌｅｄｇe Intensive Staff Innovation Plan（日本能率協会コンサルティングが提唱するマネジメント改革手法）
・CDGM-RT：Creative Dynamic Group Method Round Tａｂｌｅ（ジョイ・オブ・ワーク推進協会が提唱するTQM手法）
・X-NEXT（クロス・ネクスト）：富士ゼロックス社のバーチャルハリウッドプラットフォームを参考にした組織横断型の提案制度

（柱３）
組織間を活性化

（柱２）
職場・組織の活性化

X-NEXT

技術KI
茄子栽培計画
幹部キャラバンCDGM - RT

Forum
NEXTセミナー&アクション

自律型組織の実現=ビジョン実現 おける人材育成に対する課題認識や、取り組み事例をご紹介いただき

ながら参加者の皆様を交えたディスカッションを行います。

＊Zセッションの定員は60名とさせていただきます。



参加方法 インターネットまたはＦＡＸでお申し込みください

http://www.jmac.co.jp/rde/ FAX. 03-3434-2448

参加料／31,500円（資料・昼食・パーティ代・消費税込み）
定 員／300名（お申込み順）

■参加申込方法■参加申込方法
参加希望の方は、インターネットもしくは下記申込書にご記入の上、ＦＡＸにてお送りください。
お申込み順にて受付、後日参加証・請求書をお送りします。

■ご注意
定員になり次第締切とさせていただきます。

参加料振込み後のキャンセルはできませんので予めご了承ください。（代理の方の出席をお願いします）

同業者はお断わりする場合がございます

第１3回 開発・技術マネジメント革新大会 申込書

同業者はお断わりする場合がございます。

諸事情により開催を中止させていただく場合がございますので予めご了承ください。

ご案内のご送付先変更・中止などのご希望の方は、お手数ですが封筒の宛名ラベルにその旨をご明記の上、
FAXにて本大会事務局までご送付くださいますようお願い申し上げます。

参加証・請求書のご送付方法はどちらを希望されますか
□ Ｅ-Ｍａｉｌ希望 □ 郵送希望
※PDF形式 ｲ となります

貴社名・事業所名(ﾌﾘｶﾞﾅ)

ご住所(ﾌﾘｶﾞﾅ) 〒

業種 1.食料品 2.繊維製品 3.ﾊﾟﾙﾌﾟ･紙 4.化学 5.医療品
6.石油・石炭製品 7.ゴム･窯業 8.鉄鋼･非鉄金属・金属製品
9.機械 10.電気機器 11.輸送用機器 12.精密機器
13.その他製造業 14.電気･ｶﾞｽ業 15.運輸･通信業
16卸売業 17.小売業 18.金融･保険業 19.建設･不動産業
20.ｻｰﾋﾞｽ業 21.公共 22.その他

参加証・請求書のご送付方法はどちらを希望されますか。 ※PDF形式のﾌｧｲﾙとなります。

氏名(ﾌﾘｶﾞﾅ)

TEL FAX

E-mail

ご希望のセッション
※PM1、PM2はそれぞれ選択してください

PM１： □Ａ □Ｂ □Ｃ

PM２： □Ｘ □Ｙ □Ｚ

部署名
役職名

参
加
責
任
者※

部署名
役職名

氏名(ﾌﾘｶﾞﾅ)

E-mail

氏名(ﾌﾘｶﾞﾅ)

TEL FAX

参
加
者

①

ご希望のセッション
※PM1、PM2はそれぞれ選択してください

PM１： □Ａ □Ｂ □Ｃ

PM２： □Ｘ □Ｙ □Ｚ

ご希望のセッション

E-mail

※印の方宛てに参加証・請求書をまとめてご送付します。（不都合な場合は、備考欄にご記入ください。）

TEL FAX

備考：

部署名
役職名

参
加
者

②

ご希望のセッション
※PM1、PM2はそれぞれ選択してください

PM１： □Ａ □Ｂ □Ｃ

PM２： □Ｘ □Ｙ □Ｚ

本個人情報は、弊社事業活動におけるセミナー、イベント、アンケートのお願いなどに活用させていただくことがあります。
弊社は、収集した個人情報を適切に取り扱い、第三者への提供は行いません。
本情報の訂正、削除などをご希望される場合には、お問合せ先 「第13回開発・技術マネジメント革新大会事務局」までご連絡ください。

備考：

問い合わせ先 株式会社日本能率協会コンサルティング 第１３回開発・技術マネジメント革新大会事務局
TEL : 03-3434-0063  FAX : 03-3434-2448 E-mail : event_consult@jmac.co.jp


